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や ま せ 地 帯 に お け る 畑 作 農 業 の 改 善 と 展 開

第 2報 やませ地帯における畑作農業の改善方向と展開
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ぎ,日雇など農外収入を得て生活をしている。

12)岩泉町二升石部落

下閉伊内陸部にあって,南北に広がる集落で山間傾斜地

が多 く,土壌は礫質, 耕土が浅 く土地基盤整備が遅れ

ている。

一戸当たり経営規模は72アールと少ない。しかし集落内

に木材工場力`あることなどから,ほ とんどの農家が兼業農

家である。

13)田野畑村浜岩泉部落

部落はなだらかな台地にあり,戦後の開拓地であったこ

とから,一戸当たり耕地面積は250ア ールと規模が大きい。

しかし,こ れまでの農業は交通の不便などから,雑穀と酪

農を中心とした複合経営が支配的である。

落表 1

12)具体的な目棟数値等 (三試験地 )

1)集落全体の農業所得を 2～ 3倍にする。

, 一戸当たり農業所得を 2～ 3倍にする。

31 野菜栽培面積を 3～ 4倍にする。

41 農用地の造成によるりんこ,ぶどう,畜産等の振興

51 水田,畑地のほ場整備

0 農道の整備 (14路線 )
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1 ま え が き

第 1報では,や ませ地帯における畑作農業の実態と,や

ませ地帯等営農試験地の設置について述べた。本報告では

営農試験地の具体的展開と成果の概要を報告する。

2 試験地設置集落の概要 (表 1)

(1)久慈市侍浜麦生部落

部落は海洋に面した台地にあり,一戸当たり経営耕地面

積は84ア ールと少ない。特に6月  7月・ 8月 はやませ気

象が強く,そ れに春期及び秋期に強い風が吹き畑土壌は強

い風蝕を受け,畑作物の生育は著しい被害を被る。

生計は農業のほか磯漁業と林業を副業とし,それに出稼

3 集落改善計 画の策定

改善計画は昭和58年度を目標年次 と定め,集落が少 し努

力をすれば実現可能な計画を,集落内農家をはじめ普及所 ,

市町村,団体等と協議を重ね54年 8月 策定 した。

(1)三試験地集落の基本目標

やませ気象を活用した野菜等新規作物導入による農業所

得の増大。

現

絆 地 面 積 (M)農 ま 所  得 (千 円 )
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表 2 技術改善試験でとりあげた課題 と結果の要約

試 験 結 果 の 要 約

有望なものが5品種

1 にんにくの品種比較試験 マルチを利用した栽培を実施中。

2 夏秋きゅうりの栽培展示

81 二種兼業を減少 させ専業 と一種兼農家層の増大

Ol 畑作の機械化一貫作業体系の確立

10 集会施設の設立 (各試験地 1カ 所 )

さらに,54年度する課題を策定 し試験′取 り組んだ。

ぶことを基本に,表 2の ような課題で試験に取 り組んだ。

●
' 

意欲と実践の団地営農試験

54年度計画に基づき現地調査,新作物の導入推進 ,既存

制度事業の受入れ体制の調整など多くの課題を集落,普及

所,専技室,市町村 ,農協等が一つ,一つ解決に向け活動 ,

努力した結果が表3, 4の とおりである。

既存制度事業の導入にあたっては集落内農家の意志疎通

と,市町村の援助によるところが大 きい。

農協は責任 と情熱をもって,全面委託販売にあたった。

特に,以前は野菜生産に関心がなかった関係機関,団体がヽ

新たな活動を開始 したことは大 きな成果である。

表 3 集落が団地営農試験が実践した成果
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4 試験成果 の概要

(1)農家に反映 した技術改善試験

試験設計にあたっては,地域の気象を生かした作目を選

表 4 団地営農試験地の既存制度事業の導入状況

蜀 事 業 名 年 度
事 業 費

(千Pl)

麦

農村集落振興緊急対策事業    (国 )

麦.大豆等生産振興事業     (国 ) 54 31'0

浜 岩 泉

晨村集落長興緊急対策事業    (国 ) 48,60

畑0物生産長興特Яl対策事業   (県 ) 4150

受置x,テ
ム冥証事熱 全国晨栞改良詈

'4～

55 印
［
所
定

晨用地利用増こ肇楽

土地利用型集団営農推進特メ嘩 業 (国 ) 50～ 54 17165

二 ■ 石 晨村集落長興緊急対策事業    (国 )

`4

15,0'2

5 試験成果の波及

やませ営農試験の実施を契機に,北部沿岸 と下閉伊地域

の農業者,市町村,農協に「 やればできる」という自信が

生れた。

その証として,54年度を前後 して野菜生産組織が次々と

発足 し,久慈普加所,日 野畑村管内では野菜栽培面積,販
売等の伸び率は高い。

これまでは,と もすれば後発停滞地域といわれてきた北

部沿岸,下閉伊地域農業を,本試験を契機に新 しい方向の

地域農業,農村が形成されるものと確信する。
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7 収種感謝祭などの開催

8 既存剌皮革葉の積極的
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